
［出部⼩］学校（５）年 Ｒ４ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【勝間 伸代・⼩宮健志郎】

３ 単元のねらい ＊本単元で特に⾝に付けさせたいと考えている資質・能⼒と、それを⾝に付けさせるための仕掛け（主な素材・活動等）を明確に

４ 主な活動とふるさと井原の「もの」「ひと」「しごと（こと）」との出逢い・関わりの仕掛け、引き出したい⼦どもの姿

幼稚園児との交流や６年⽣を送る会などの、企画・運営をする活動を通して、活動の⽬的をとらえ、活動がより良くなる有効な⽅法について考えることで、思いやりや助け合いの⼼情を
育み、より良い⽣き⽅について考えたり、最⾼学年に向けての⾃覚をもったりすることができるようにする。

●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動
・幼稚園児との交流や６年⽣を送る会
を⾏う⽬的を考え、課題を⾒つける。

・幼稚園の先⽣や６年⽣にインタ
ビューやアンケートを⾏う。
・関わり⽅や遊び⽅など、本やイン
ターネットで調べる。

・調べたり、話し合ったりしたことを
整理し、役割分担を⾏い、準備を進め
る。

・幼稚園児との交流や６年⽣を送る会
の企画・運営を⾏ったことについて振
り返り、意⾒を交流する。

引
き
出
し
た
い
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

幼稚園の先⽣や６年⽣に対してインタ
ビューを⾏うことで、来年度⼊学して
くる園児に対して愛着をもったり、こ
れまで⽀えてくれた６年⽣に対しての
敬意をはらうことができた。

交流することを通して、来年度、最⾼
学年になる⾃覚や、出部地区の園児に
対して、思いやる⼼をもつことができ
た。

やり抜く⼒
（忍耐と向上⼼）

園児や６年⽣に対して、どんな活動を
するとめあてが達成できるかを考え、
⾃分なりに具体的な活動を考えること
ができた。

まき込む⼒
（発信と協働）

調べたり、話し合ったりしたことを共
有することで、多⾯的に考えることが
できるようになった。

園児との交流や６年⽣を送る会の企画
案を話し合う際、友達に対して、⾃分
の考えを分かりやすく伝えることがで
きた。

仕
掛
け
・
⼯
夫

もの
幼児教育⽤の玩具 インターネット

ひと
幼稚園や保育園の先⽣
６年⽣
出部地区の園児

幼稚園教諭
保育⼠

幼稚園・保育園で交流

しごと（こと）

市内の幼稚園、保育園の数
幼稚園教諭、保育⼠の仕事

アウトプット
の⼯夫

グループごとに発表を聞きあったり、クラスごとに交流し合ったりする。４年⽣に向けて、学習成果の発表を聞いてもい、次年度に⽣かしてもらう。（R4は実施
できず）

６ 他学年、他校（園）種、外部団体との連携・接続・交流
幼稚園に出向いて、出部地区の園児との交流をする。

５ 他教科・領域、学校⾏事等との関連
6年⽣を送る会

☜４

☜３

☜５

☜６

１ 当該学年・学期等における探究課題 《今の⾃分にできることを考える》
２ 単元名 『今の⾃分にできること』（全３０時間＝実施時期︓７⽉〜３⽉）



課
題
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定
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報
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集
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理
・
分
析

ま
と
め
・
表
現

◆ 成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○相⼿意識をもって活動をすることができた。園児が楽しめる遊びをグループで話し合うことで、園児の⽴場に⽴って、遊びを多⾓的に捉えることができた。
△まず、園児のために、してあげたいことを事前にたくさん考えておいて、次に、園児の実態に合わせて活動を精査していく必要を感じた。そうすることで、遊ぶことだけでなく、もっと他の
活動もできたのではないかと思う。また、何度か遊んだだけでなく、継続的に幼稚園と関わることに繋つながっていくと思う。
☆課題設定をする際に、幼稚園の先⽣から、園児の実態や発達の様⼦の話を聞くことができなかった。幼稚園の先⽣の話を聞くことで、⾃分の成⻑を振り返ることにもつながると感じた。

☜７

☜８

来年度、新１年⽣として
⼊学してくる幼稚園の友
達にどんなことができる
かを考える。

幼稚園の友達の気持ちを
考えながら、⼀緒に遊び
を楽しむために気を付け
ることを考える。

話し合ったことをもとに
課題を設定する。

幼稚園児が楽しめる遊び
を図書室の本や資料をも
とに調べる。

グループごとに調べた遊
びについて話し合い、遊
びを決定する。 遊びに必要な役割分担を

話し合い、準備を進める。

幼稚園に⾏き、グループ
ごとに集まって、園児と
遊ぶ。

活動を振り返り、ワーク
シートにまとめる。

出部⼩学校・５年 単元名『今の⾃分にできること』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【勝間 伸代・⼩宮健志郎】
◆単元のねらい「幼稚園児との交流や６年⽣を送る会などの、企画・運営をする活動を通して、活動の⽬的をとらえ、活動がより良くなる有効な⽅法
について考えることで、思いやりや助け合いの⼼情を育み、より良い⽣き⽅について考えたり、最⾼学年に向けての⾃覚をもったりすることができる
ようにする。」




